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研究成果の概要（和文）：携帯電話端末上で語彙学習を行うため、インターフェースについて携

帯電話の特性を考慮したプロトタイプを作成した。語彙学習に付いて、語彙の難易度に関する

検討を行い、約 10,000 語の語彙について辞書や難易度データーが公表されている指標に基づい

て難易度分類を行った。また、学習個別化のために項目応答理論に基づいた出題の自動化に関

する検討を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：We have developed a prototype interface for English vocabulary 
learning system on cellular devices.  For vocabulary learning, we have classified about 
10,000 words into 8 levels according to dictionaries and other published difficulty data.  
We have also examined about automated question making in accordance with Item Response 
Theory for individualized learning. 
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１． 研究開始当初の背景 
 
 大学生の多くが、入学時に 10 年近く携帯
電話に慣れ親しむようになっており、入学後
も情報端末として最も利用頻度が高いのが、
携帯電話である。 
 学生は通学や授業の合間など、様々なシー
ンで携帯電話を利用している。その利用形態

は集中的というより分散的で細切れであり、
「隙間時間」を埋める行為として利用されて
いる。従って、学習システムを構成する際に
は、携帯電話等からの多様な学習形態を可能
にするようなシステムが望ましいと考える
ことができる。 

 一方、大学生の英語学習到達状況は多様で
ある。語学学習における語彙学習の重要性は
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言うまでもないことであるが、特に個々の学
生別にあつらえられた語彙学習を大学にお
ける授業などを補完するものとして位置づ
ける必要がある。この際、学生別に習熟度や
到達度に応じてカスタマイズし、語彙学習の
課題提示をできるだけ人間の手を頼らず自
動的に行うのが望ましいと考えられる。 
 
 
２． 研究の目的 
 
 本研究では、携帯端末における英語の語彙
学習について検討を行うのが目的である。こ
こで、特に 
（１） 携帯端末に適したインターフェー

スの検討 
（２） 語彙の難易度に関する検討 
（３） 課題提示の自動化 
が主たる目的である。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）インターフェース 
 携帯電話としては、日本では様々な端末が
開発・発売されており、携帯電話キャリアに
よって開発環境が大きく異なるのが特徴で
ある。それぞれのキャリア・端末に対応した
アプリケーションを制作することは困難で
あるため、いくつかの端末・環境に限定して
開発を進めることとした。１つはAdobe Flash 
Light を用いたクライアントであり、もう１
つは Open Handheld Alliance（以下 OHA）の
維持する Android 端末である。 
 Adobe Flash Light は若干の修正によって
PC 端末用に改修することが可能であり、日本
で一般的に発売されている携帯電話で実行
が可能である。一方、研究開始当初、Android
端末は発表されていなかったが、オープンソ
ースソフトウェアで構成されており、接触型
デバイスを備え、開発環境も無償で提供され
ているという、学習システムの開発環境に適
した特徴を備えているため、新たに研究対象
として追加をした。 
 Flash Light については、画面は横 240 ド
ット、縦 320 ドットに固定し、Android につ
いては開発用端末に合わせて 480×320 を前
提とした。主な画面構成は次の通りである。 
１． ログイン画面 
２． トップ画面 
３． 学習レベル選択画面 
４． ジャンル選択画面 
５． 出題画面 
６． 正解・不正解表示画面 
７． 学習結果画面 
ここでは Flash Light 版のログイン画面（図
１）とトップ画面（図２）およびレベル選択

画面（図３）のみを示す。 
 携帯端末は、必ずしも文字入力に適してい
るとは言えず、比較的短い時間での学習を前
提としているため、ログイン ID とパスワー
ドである Pin 番号のみを発行して、学習者に
入力させることで認証を簡略している。ログ
イン後のインターフェースでは、すべて数字

図 1 ログイン画面 

図 2 トップ画面 



キーで選択する（Flash Light 版）か、タッ
チで選択する（Android 版）方式を採用した。
また、図２に示すように、「９」のキーを数
回打鍵することで簡単に修了することがで
きるよう工夫した。 
 レベル選択とジャンル選択では、語彙レベ
ル（後述）のうち１～８までどれを出題する
か、またどの品詞を出題するかなどをを選択
することができる。 
（２）出題データー生成と提示 
 学習者に問題を出題し、回答の回収を行う
ためには（１）出題データー（２）回答デー
ターが必要である。出題データーは語彙プー
ルから動的に生成するが、語彙プールがなけ
れば正解共々生成することができない。 
 携帯電話には、典型的には数ギガバイト程
度のフラッシュメモリが付属されているこ
とがほとんどであるが、Flash Light はプラ
イバシーの観点からデーターをローカルに
保存しておくということができない。Flash 
Light は、バージョンと端末毎に異なるもの
の、最もプリミティブな端末で 100KB 程度の
プログラムとデーターしか保持することが
できない。作成した Flash Light プログラム
がコンパイル後に 45KB 程度であるため、作
題のためのデーター全体を備蓄しておくこ
とができない。そのため、作題を１０問程度
の固まりとして行い、１０問毎にサーバーと
通信を行い、問題データーをダウンロードさ
せることとした。 
 この場合、どうしても通信が細かく発生し
てしまうため、通信費がかさむという問題が
あったが、研究期間を通じて、パケット通信
に関して定額制を選択することが一般的に

なったため、問題は徐々に解決した。 
 出題のための語彙データベースには英単
語、英単語に対応した日本語、品詞、難易度
情報が収められており、 
１． 英語の訳として適切な日本語の選

択 
２． 日本語の訳として適切な日本語の

選択 
のいずれかを５者択一問題として出題する。
学習者は、適切と思われる選択肢を選択し、
結果に応じて正解画面ないし不正解画面が
即座に表示される。 
 語彙データベースの構築にあたっては、株
式会社 国際電気通信基礎技術研究所（ATR）
による英語音声学習システム「ATR CALL」
のために開発されたコンテンツを利用した。
これは英語の基本的語彙 10,000 語程度につ
いて訳語、例文、例文の和訳、多肢選択問題
の選択肢などを音声データーなどとあわせ
て収録したもので、大学生による難易度の実
測値なども得られているものである。これら
の語彙を基礎として、英和辞典、株式会社 ACL
による SVL12000、大学英語教育学会による
JACET8000 などを参考にして分類を行った。 
 レベル分けにあたっては、レベル１をおお
よそ大学入学程度より若干少ない程度（約
4,000 語）とし、レベル２以降はおよそ 100
語程度を目安として、主に Web の検索エンジ
ンによるコーパスデーターから得られた頻
度を中心として並び替えて分類を行った。 
（３）作題と提示 
 作題については、同じ品詞を提示しつつ、
日本語を提示して英語を選択させるもの、英
語を提示して日本語を選択させるものの２
種類を用意した。 
 作題にあたっては、項目応答理論を参考と
した。つまり、学生の正答率は確率に従って
おり、 
 
bi：問題 iの難易度 
θ：学生の回答能力 
 
としたとき、その確率Piは 
 
Pi =

1
1+ ex   

 
ただし、 x = bi −θ  
 
と定義することができるものとした。ここで、
仮に学生の回答能力と問題難易度が等しい
場合、正答する確率は 50%となる。ここでは、
ユーザーの自己申告による回答能力を基礎
として、出題を行うこととした。 
 
４．研究成果 
 
 2009 年度において、首都圏の大学１年生

図 3 レベル選択画面 



（理工学部）80 名に対してこのシステムによ
る、試験を実施した。 
 結果として、被験者の語彙レベルが低かっ
たため、レベル２以上の語彙で正解率が低い
ばかりでなく、レベル１の語彙でも正答率が
低かったため、学習者のレベルに応じて出題
ができているかどうかを評価するデーター
を集めることができなかった。 
 これは、大学入学程度より若干少ない語彙
である 4,000語程度を前提として設計してい
たためである。今後、語彙データベースの分
類を見直しつつ、出題方法についの研究を進
めていきたい。 
 また、今後、開発の主体を Andorid へ全面
的に移行し、学習環境を Android Market で
公開することにより、社会一般からデーター
を収集することも検討している。 
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